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中国の対外関係を専門とするAllen S. Whitingの著作がある2。 
朝鮮戦争休戦後 25周年の際に、アメリカにおいて『朝鮮戦争：25 年後の観察』が出版
され、再び研究者たちの興味を引き起こした。また、1976 年から、朝鮮戦争に関するアー
カイブが、アメリカ国務省で出版されたForeign Relations of the United Statesにおいて公開さ
れた。同じ時期、イギリスにおいても次第にアーカイブが公開され、これを契機に、70 年
代後期には、西側諸国において朝鮮戦争に関する研究が活発に行われるようになった3。そ
2 Allen S. Whiting, China Crosses the Yalu: The Decision to Enter the Korean War, Stanford, CA: Stanford 
University Press, June 1, 1960
3 代表的な研究には、Robert R. Simmons, The Strained Alliance: Peking,Pyongyang, Moscow and the Politics of 
the Korean Civil War, New York: Free Press, 1975, などがある。
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るアーカイブ文献と口述資料が 1980 年末期から少しずつ公開されてきたことがある。 
















中でも最も優れているのは、在米華人研究者である Chen Jian, China'ｓ Road to Korean 
War（The University of North Carolina Press. Chapel Hill London、1994）、Zhang, Shu Guang, 
Mao's Military Romanticism: China and the Korean War 1950～1953、(Lawrence: University of 
Kansas Press,1995), Sheng, Michael M., Battling Western Imperialism: Mao, Stalin, and the United 
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2.3 第三段階の研究（2000 年以降） 
 
第二回の研究ブームは 2000 年頃まで続いた。2000 年に入ってから、現在までは、朝鮮
戦争研究の第三段階と言える。朝鮮戦争勃発の五十周年後に、中ソ同盟および朝鮮戦争に
6 Kathryn Weathersby，“Soviet Aims in Korea and the Outbreak of the Korean War，1945～1950: 
New Evidence from the Russian Archives”，CWIHP Working Paper，1993，No.8；Kathryn 
Weathersby，“The Soviet Role in the Early Phase of the Korean War：New Documentary Evidence”，
The Journal of American-East Asian Relations，1993，Vol.2，No.4；Jon Halliday，“Air Operation 
in Korea：The Soviet Side of the Story”，in William Williams（ed.），A Revolutionary War：Korea 
and the Transformation of the Postwar World，Chicago：Imprint Publications，1993；William Stueck，
The Korean War：An International History，Princeton：Princeton University Press，1995
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報局のアーカイブ資料を大量に公開してきた。2004 年 10 月、アメリカの国家情報会議
（National Intelligence Council，NIC）と研究者のためのウッドロウ・ウィルソン国際セン
タ （ーWoodrow Wilson International Center for Scholars）が国際的な学会を開いて、アメリカ、
中国、ロシアの研究者たちを集めて、中央情報局のアーカイブ資料について、更に深く分






















7 斉徳学の『巨人較量―抗美援朝高層決策和指導』（中共中央党校出版社、1999 年版）、徐 の『毛
与抗美援朝戦争-正確而 煌的  帷幄』（解放軍出版社、2003）など。
8 代表的なものとしては、章百家の『从危機処理的角度看抗美援朝出兵决策』，牛軍の『朝 戦争中中美
决策比較研究』，沈志華の『中国出兵朝鮮決策的是非成 』，劉統の『中共対朝 戦争初期局 的 与対
策』，李捷の『対抗美援朝决策過程階段特点的几点分析』などがある。 
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10 沈志華（1999）、『中ソ同盟与朝鮮戦争研究』広西師範大学出版社、107 頁。 
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12 沈志華、「出兵朝鮮的決策過程及動機分析」『炎黄春秋』、2015 年第 2 期、65 頁。
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YU: A study on China’s participation in the Korean War
 
4.4 中ソ同盟を強固にし、中華人民共和国の政権を固める  
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University Press, June 1, 1960
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London．
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の時点に分けて分析する必要がある。すなわち、金日成が南進する前の 1950 年 5 月、1950
年 6 月 25 日の金日成の南進開始、9 月 10 日からの米軍（米軍を中心とした国連軍）の仁
川上陸、および 10 月７日の米軍による 38 度線越えである。それぞれの時期における朝鮮
半島の戦況は毛沢東の考え方にも影響を与えている。つまり、各時期の毛沢東の朝鮮戦争
に対する見方は完全に同じではないとも言える。 
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